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ハタ科魚類は極めて美味で市場価値が高いことから次世代の増養殖対象魚として注目

されており、日本のみならず中国、東南アジア諸国、中東などの国々で広く養殖が行わ

れている。多くのハタ科魚類は、最初に雌として成熟し、その後成長して大きくなると

性転換して雄になる雌性先熟魚である。しかしハタ科魚類の,性転換に関する研究は著し

く少なく、その内分泌機構の詳細は明らかにされていない。そのため親魚の性をコント

ロールする事が困難で、安定した種苗生産を進める上での大きな障害になっている。現

在、我々の研究室では沖縄のサンゴ礁に広く生息し比較的'j､型のハタ科魚類であるカン

モンハタ週?〕j"ﾋﾟpﾊﾋﾞﾉｾ、"eγ、をモデノレとして､その性転換機構を生理学的に解析し現場へ
応用しようと考えている。

本研究では、脳下垂体から放出され生殖腺の機能・発達に重要な役割を果たす二種類

の生殖腺刺激ホルモン(GtH:ＦｓＨＬＩＤの性転換における役割を明らかにする事を目的

とした。最初に二種類のＧＩＨを構成するサブユニット（ＧＰＨａ,ＦＳＨβ,ＩＨβ）をそれ

ぞれクローーングし、性転換に伴うｍＲＮＡの発現量の差をリアルタイムPCR法により

測定した。その結果、雌雄および性転換個体の間でＧＰＨａとIＨβの発現量の差は見ら

れなかった。しかしFSHβは雌では低発現であったにもかかわらず、性転換過程および

雄では高発現であることが明らかとなった｡次にカンモンハタの性転換に果たすFSHの

役割を調べるために、ＦＳＨ精製品をカンモンハタの腹腔内に注射投与した。投与二週間

後に生殖腺を組織学的に調べた結果、ＦＳＨ投与した個体で性転換の開始が確認された。

以上の結果により、カンモンハタの生殖腺の性転換はFSHの急激な上昇によって開始

されることが示唆された｡今後カンモンハタのFSH発現調節機構と生殖腺におけるFSH

の作用部位を調べる事により、性転換に伴って脳→下垂体→生殖腺へと伝えられる一連

の情報伝達系を明らかできると考えている。


